
射水市民病院内科で学べる臨床検査

1射水市民病院 内科・循環器内科

必修
項目

項目
当院内科で
実施できる項目

一般尿検査 〇

便検査 〇

血算・白血球分画 〇

〇 血液型判定・交差適合試験 〇

〇 心電図、負荷心電図 〇

〇 動脈血ガス分析 〇

血液生化学的検査 〇

血液免疫血清学的検査 〇

細菌学的検査・薬剤感受性検査 〇

呼吸機能検査 〇

髄液検査 ×

細胞診・病理組織検査 △
検査はできるが外注委託

内視鏡検査 〇

〇 超音波検査 〇

単純X線検査 〇

MRI検査 〇

核医学検査 〇

神経生理学的検査（脳波・筋電図） △
検査はできる



射水市民病院内科で学べる基本的手技

2射水市民病院 内科・循環器内科

必修
項目

項目
当院内科で実施
できる基本的手技

〇 気道確保 〇

〇 人工呼吸 〇

〇 胸骨圧迫 〇

〇 圧迫止血法 〇

〇 包帯法 △
外科系で学ぶのがよい

〇 注射法（中心静脈確保） 〇

〇 採血法 〇

〇 腰椎穿刺
×

麻酔科にお願いすれば
可能

胸腔穿刺・腹腔穿刺 〇

〇 導尿法
×

泌尿器科にお願いすれば
可能

〇 ドレーン・チューブ類の管理 ×
外科系

〇 胃管の挿入と管理
〇

消化器外科で学ぶのが
よい

〇 局所麻酔法 〇
外科系で学ぶのがよい

〇 創部消毒とガーゼ交換 〇
外科系で学ぶのがよい

〇 簡単な切開・排膿 △
外科系で学ぶのがよい

〇 軽度の外傷・熱傷の処置 △
外科系で学ぶのがよい

〇 気管挿管 〇
麻酔科でも研修できる

〇 除細動 〇



射水市民病院内科で学べる頻度の高い症状

3射水市民病院 内科・循環器内科

必修
項目

項目
当院内科で
経験できる症状

全身倦怠感 〇

〇 不眠症 △
当院は精神科常勤医不在

食欲不振 〇

体重減少、体重増加 〇

〇 浮腫 〇

〇 リンパ節腫脹 △
当院は鑑別診断まで可能

〇 発疹 △
当院は鑑別診断まで可能

黄疸 〇

〇 発熱 〇

〇 頭痛 〇

〇 めまい 〇

失神 〇

けいれん発作 △

〇 視力障害、視野障害 ×
小脳梗塞は〇

〇 結膜の充血 △

聴覚障害 ×

鼻出血 〇
基本的には耳鼻科

嗄声 〇
基本的には耳鼻科



射水市民病院内科で学べる頻度の高い症状

4射水市民病院 内科・循環器内科

必修
項目

項目
当院内科で
経験できる症状

〇 胸痛 〇

〇 動悸 〇

〇 呼吸困難 〇

〇 咳・痰 〇

〇 嘔気・嘔吐 〇

胸やけ 〇

嚥下困難 〇

〇 腹痛 〇

関節痛
〇

整形外科でも学ぶのが
よい

歩行障害 〇

四肢のしびれ 〇

〇 血尿 △
治療や精査は泌尿器科

〇 排尿障害 △
治療や精査は泌尿器科

尿量異常 〇

不安・抑うつ
〇

精神科を標榜している
病院へ紹介することも

多々あり



射水市民病院内科で学べる緊急を要する
症状・病態

5射水市民病院 内科・循環器内科

必修
項目

項目
当院内科で経験
できる症状・病態

〇 心肺停止 〇

〇 ショック 〇

〇 意識障害 〇

〇 脳血管障害 〇

急性呼吸不全 〇

〇 急性心不全 〇

〇 急性冠症候群 〇

〇 急性消化管出血 〇

急性腎不全 〇

流・早産および満期産 ×

急性感染症 〇

〇 外傷 ×

〇 急性中毒 △

誤飲、誤嚥 〇

〇 熱傷 ×

精神科領域の救急 ×



射水市民病院内科で学べる疾患・病態

6射水市民病院 内科・循環器内科

項目
当院内科で経験
できる疾患・病態

備考

血液疾患

貧血 〇 経験すべき症例

白血病 ×

悪性リンパ腫 ×

出血傾向・紫斑病 ×

精神疾患

脳・脊髄血管障害 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

認知症疾患 〇

脳・脊髄外傷 ×

変形疾患（パーキンソン病） 〇

脳炎・髄膜炎 ×

皮膚系疾患

湿疹・皮膚炎群 × 経験すべき症例

蕁麻疹 〇 経験すべき症例

薬疹 〇

皮膚感染症 〇 経験すべき症例

運動器（筋骨格）系疾患

骨折 × 経験すべき症例

関節・靭帯の損傷及び障害 × 経験すべき症例

骨粗しょう症 × 経験すべき症例

脊柱障害（腰椎椎間板ヘルニア） 〇 経験すべき症例



射水市民病院内科で学べる疾患・病態

7射水市民病院 内科・循環器内科

項目
当院内科で経験
できる疾患・病態

備考

循環器疾患

心不全 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

狭心症、心筋梗塞 〇

心筋症 〇

不整脈 〇 経験すべき症例

弁膜症 〇

動脈疾患 〇 経験すべき症例

静脈・リンパ管疾患 〇

高血圧症 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

呼吸器系疾患

呼吸不全 〇 経験すべき症例

呼吸器感染症 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

閉塞性・拘束性肺疾患 〇 経験すべき症例

肺循環障害 〇

異常呼吸 〇

自然気胸、胸膜炎 ×（軽症例は〇）

肺がん ×
（ただしBSC症例は〇）



射水市民病院内科で学べる疾患・病態

8射水市民病院 内科・循環器内科

項目
当院内科で経験
できる疾患・病態

備考

消化器系疾患

食道・胃・十二指腸疾患 △（癌以外は〇）
入院患者を受け持ち
レポート提出

小腸・大腸疾患 △（外科が主） 経験すべき症例

胆嚢・胆管疾患 〇

肝疾患 ×（アルコール性、
薬物性の軽症例は〇）

経験すべき症例

膵疾患 ×

腹膜炎、急性腹症、ヘルニア ×（外科が主） 経験すべき症例

腎・尿路系疾患

腎不全 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

原発性糸球体疾患 ×

全身性疾患による腎障害 〇

泌尿器科的腎・尿路疾患 〇 経験すべき症例

内分泌・栄養・代謝系疾患

視床下部・下垂体疾患 ×

甲状腺疾患 〇

副腎不全 ×
（医原性副腎不全〇）

糖代謝異常 〇
入院患者を受け持ち
レポート提出

高脂血症 〇 経験すべき症例

高尿酸血症 〇



射水市民病院内科で学べる疾患・病態

9射水市民病院 内科・循環器内科

項目
当院内科で経験
できる疾患・病態

備考

感染症

ウイルス性疾患
インフルエンザ
ヘルペスは〇

経験すべき症例

細菌感染症 〇 経験すべき症例

結核 × 経験すべき症例

真菌感染症（カンジダ症） 〇

性感染症 ×

寄生虫疾患 アニサキスのみ〇

免疫・アレルギー疾患

全身性エリテマトーデス ×

関節リウマチ 〇 経験すべき症例

アレルギー疾患 △ 経験すべき症例

加齢と老化

膵疾患 ×

腹膜炎、急性腹症、ヘルニア ×（外科が主） 経験すべき症例

内科でできる特定の医療現場の経験

• 救急医療（R6年実績）
救急外来受診者数 2,934人/年（内科・循環器内科 1,232人）

救急車 1,533台/年（内科・循環器内科 687台/年）

• 予防医療
予防接種（インフルエンザ、COVID-19、帯状疱疹など）

• 地域医療
訪問診療 199回/年（内科・循環器内科 103人）

• 緩和ケア、終末期医療


